
第　19　号
平成21年7月1日

時
代
を
拓
く
税
理
士
の
会

　

発
行
者　

会　
　

長　

金
子
秀
夫 　

　

編
集
者　

広
報
部
長　

中
川
常
彦

　
　
　

事
務
局　
Tel
０
３（
３
５
７
２
）１
４
４
１　

  
０
３（
３
５
７
２
）１
４
４
５

　
　
　

東
京
都
港
区
東
新
橋
一
―
三
―
一
高
村
税
理
士
事
務
所
内

時
代
を
拓
く
税
理
士
の
会
は
税

理
士
の
資
格
取
得
の
経
緯
や
専

業
や
兼
業
に
と
ら
わ
れ
ず
税
理

士
業
界
に
貢
献
す
る
目
的
で
設

立
さ
れ
た
団
体
で
す
。

（1）

　

平
素
か
ら
時
代
を
拓
く
税
理
士
会
の
皆
様
方
に

は
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
去
る
六
月
十
七
日
の
定
期
総
会
終
了
後
、
二

期
目
の
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
二
年
間
は
電
子
申
告
の
推
進
、
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
へ
の
対
応
、
会
員
相
談
室

の
拡
充
等
に
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
二
年
間
は
こ
れ
ら
の
事
業
に
加
え
、
書

面
添
付
制
度
の
普
及
・
推
進
、
税
理
士
の
職
能
を

活
か
し
た
公
益
的
業
務
へ
の
対
応
が
あ
り
ま
す
。

  

し
か
し
、
業
界
最
大
の
テ
ー
マ
は
次
な
る
税
理

士
法
改
正
へ
の
取
組
み
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
三
年
間
で
税
理
士
試
験
の
受
験
者
が
四
千

名
以
上
減
少
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
傾
向
と
し
て
、

簿
記
・
財
表
の
合
格
者
が
難
し
い
税
法
科
目
の
受

験
を
避
け
、
会
計
士
試
験
を
目
指
す
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
将
来
、
税
法
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
税
理

士
が
増
加
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

受
験
資
格
、
試
験
制
度
そ
し
て
法
第
三
条
問
題

を
中
心
に
検
討
が
必
要
で
す
。

　

皆
様
方
の
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

Fax

　

平
成
二
十
一
年
の
東
京
税
理
士
会
役
員
選
挙
は
、

四
月
一
日
に
公
示
さ
れ
、
会
長
選
挙
は
無
投
票
で

拓
く
会
が
推
薦
す
る
山
川
東
京
会
会
長
が
再
選
さ

れ
た
。
副
会
長
選
挙
は
四
月
二
十
二
日
に
投
票
が

行
な
わ
れ
即
日
開
票
さ
れ
た
結
果
、
拓
く
会
が
推

薦
す
る
現
職
の
神
津
・
石
田
・
小
林
の
各
氏
、
新

人
の
岡
田
氏
四
名
が
当
選
し
、
奥
住
氏
は
惜
し
く

も
次
点
と
な
っ
た
。

会
長
二
期
目
を
迎
え
て会　長

山　川　　巽

　

選
挙
結
果
は
表
で
示
す
通
り
、
有
効
投
票
数

八
六
五
四
票
、
う
ち
拓
く
会
が
推
薦
し
た
五
人
の

副
会
長
候
補
者
の
得
票
数
合
計
は
七
三
〇
九
票
と

な
り
、
有
効
投
票
数
の
約
八
五
％
を
獲
得
し
た
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
神
津
・
石
田
・
岡
田
各
氏
の

合
計
得
票
数
は
四
八
五
七
票
で
五
六
％
と
過
半
数

を
超
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
候
補

者
・
拓
く
会
会
員
・
税
理
士
桜
友
会
の
皆
様
・
各

選
対
が
一
丸
と
な
っ
て
得
た
賜
物
で
あ
る
が
、
残

念
な
の
は
、
一
名
が
次
点
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
真
摯
に
受
け
止
め
、
次
へ
と
繋
げ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

山川会長を囲み当選者一同
左から　小林副会長、山川会長、石田副会長、
　　　　神津副会長、岡田副会長
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本
年
四
月
の
選
挙
で
は
、
多
く
の
会
員
の
ご

支
持
を
戴
き
、
三
度
目
の
副
会
長
に
当
選
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
区
割
り
さ
れ
ま
し
た
一
七
支
部
拓
く
会
の

応
援
を
受
け
て
、
戸
別
訪
問
、
電
話
で
の
投
票

依
頼
、
更
に
は
励
ま
す
会
開
催
と
ご
協
力
を
仰

ぎ
、
選
挙
期
間
中
毎
日
施
策
を
訴
え
る
機
会
が

あ
り
税
理
士
法
改
正
の
必
要
性
、
方
向
性
の
浸

透
に
も
貢
献
で
き
ま
し
た
。「
草
の
根
運
動
』

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
同
時
に
、
税
理
士
法
改
正
が
議
論
さ
れ
る

大
事
な
こ
の
二
年
間
、
ご
負
託
に
お
応
え
で
き

る
よ
う
に
山
川
会
長
を
支
え
て
参
り
ま
す
。

　

法
五
二
条
（
業
務
の
制
限
）
の
雲
行
き
が
怪

し
く
な
る
よ
う
な
発
言
が
、
会
計
士
業
界
か
ら

頻
繁
に
発
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
税
理
士
制
度
の
発
展
が
自
分
の
仕
事
で
あ

る
と
覚
悟
し
て
取
組
み
ま
す
。

副会長
神津　信一

　

四
月
二
十
二
日
、
副
会
長
選
の
投
開
票
日
の

〝
祝
勝
会
〞
で
、
腑
の
抜
け
た
気
持
ち
の
私
に
、

選
対
本
部
長
、
挨
拶
を
と
い
わ
れ
て
、
一
瞬
ど

の
様
な
発
言
が
い
い
の
か
戸
惑
っ
た
。

　

選
挙
中
に
私
は
い
ろ
い
ろ
な
会
合
で
、
副
会

長
は
得
票
、
順
位
に
関
係
な
く
「
五
名
全
員
を

当
選
さ
せ
る
事
が
私
に
与
え
ら
れ
た
至
上
命
令

で
す
。』
と
い
い
続
け
、
二
年
前
と
同
様
会
長
、

副
会
長
全
員
当
選
と
い
う
快
挙
を
目
指
し
、
毎

日
、
選
対
本
部
に
出
動
し
て
い
た
。

　

一
ヶ
月
後
の
五
月
二
十
二
日
、
拓
く
会
選
対

の
打
ち
上
げ
会
で
、
副
会
長
全
員
当
選
が
果
た

せ
な
か
っ
た
の
は
、
選
対
本
部
長
と
し
て
私
の

責
任
で
あ
る
と
、
皆
様
に
お
詫
び
申
し
上
げ
た
。

〝
敗
軍
の
将
、
兵
を
談
ぜ
ず

4

4

4

〞
を
あ
え
て
〝
談4

ず
る
4

4

〞
な
ら
ば
、
敗
因
の
第
一
は
、
会
長
選
が

無
投
票
と
な
り
投
票
率
が
低
下
し
た
事
。
第
二

は
、
対
立
グ
ル
ー
プ
が
二
年
前
と
異
な
っ
て
、

候
補
者
を
一
人
に
絞
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

前
回
は
岩
波
氏
と
八
木
沢
氏
の
合
計
一
、六
九
九

票
を
今
回
、
宮
川
氏
は
そ
の
約
八
十
％
に
相

当
す
る
一
、三
四
五
票
を
得
票
し
て
い
る
。
桜
友

会
の
推
薦
を
含
む
、
拓
く
会
の
五
名
の
得
票
は

七
三
〇
九
票
で
あ
り
、
平
均
す
れ
ば
、
一
、四
六
一

票
と
な
り
、
数
字
的
に
は
拓
く
会
推
薦
の
五
名

は
全
員
当
選
の
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ

け
て
も
、
神
津
、
石
田
両
氏
の
活
動
は
目
覚
し

い
も
の
が
あ
り
、
小
林
氏
も
確
実
な
票
を
獲
得
、

二
回
目
の
選
挙
を
拓
く
会
の
推
薦
を
得
て
の
岡

田
氏
も
念
願
を
達
し
た
。
残
念
な
事
と
な
っ
た

奥
住
壽
氏
に
つ
い
て
は
、
惓
土
重
来
を
心
か
ら

期
し
た
い
。
夫
々
の
選
対
の
ご
努
力
に
は
心
か

ら
敬
意
を
表
し
た
い
。　

敗
軍
の
将
、
兵
を
談
ず
る

4

4

4

選
対
本
部
長　

関
本　

和
幸　

　

こ
の
度
の
役
員
選
挙
で
は
、
拓
く
会
の
皆
様
、

女
税
連
、
渋
谷
支
部
の
皆
様
方
の
暖
か
い
御
支

援
で
、
予
想
外
の
高
得
票
数
で
当
選
す
る
こ
と

が
出
来
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
期
目
の
副
会
長
と
し
て
、
前
期
と
同
様
に

広
報
室
を
担
当
し
ま
す
。
今
期
よ
り
新
設
さ
れ

た
公
益
活
動
対
策
部
の
地
方
外
部
監
査
制
度
、

成
年
後
見
制
度
や
登
録
政
治
資
金
監
査
人
制
度

は
、
税
理
士
と
し
て
の
社
会
貢
献
で
外
部
へ
の

広
報
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
税
理
士
法
改
正
に

対
し
て
は
、
公
認
会
計
士
等
と
の
業
際
問
題
、

資
格
取
得
の
あ
り
方
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
税
理
士
は
納
税
者
の
代
理
人
と
し
て

納
税
者
の
た
め
に
必
要
な
制
度
改
正
で
あ
る
こ

と
や
、
国
民
、
中
小
企
業
者
の
た
め
の
税
制
建

議
を
し
て
い
る
こ
と
を
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
御
支
援
、
御
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
東
京
税
理
士
会
役
員
選
挙
に
お
き

ま
し
て
時
代
を
拓
く
税
理
士
の
会
の
ご
推
薦
を

い
た
だ
き
、
再
度
副
会
長
に
当
選
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
変
な
激
戦
で
あ
り
ま
し
て
、

金
子
会
長
は
じ
め
、
皆
様
に
大
変
ご
心
配
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
。
心
よ
り
お
詫
び
と
感
謝

を
併
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
京
税
理
士
会
が
抱
え
て
い
る
課
題
は
多
く

の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
大
別
す
れ
ば
本
会
固

有
の
課
題
と
、
全
国
の
税
理
士
会
に
共
通
す
る

課
題
が
あ
り
ま
す
。
私
が
情
報
シ
ス
テ
ム
委
員

長
と
し
て
担
当
す
る
電
子
申
告
の
推
進
は
後
者

に
属
し
ま
す
が
、
東
京
税
理
士
会
は
こ
の
後
者

の
課
題
に
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各

税
理
士
会
か
ら
一
層
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
意
味
か
ら
も
、
拓
く
会
会
員
の
皆
様
に

は
、
更
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

拓
く
会
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、

副
会
長
に
当
選
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
期
待
に
沿

え
る
よ
う
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で
す
。

　

こ
の
二
年
間
は
、
山
川
会
長
を
補
佐
す
る
と

と
も
に
、
鎌
田
俊
夫
先
生
の
後
を
継
ぎ
、
業
界

の
入
り
口
で
あ
る
登
録
調
査
を
通
じ
て
資
格
取

得
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
見
直
し
検
討
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
会
務

の
み
な
ら
ず
選
挙
活
動
時
お
約
束
し
ま
し
た
と

お
り
独
自
に
色
々
な
機
会
を
設
け
、
よ
り
多
く

の
会
員
の
皆
様
達
と
意
見
交
換
を
し
、
そ
の
声

を
会
務
に
反
映
し
て
い
く
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

今
年
度
は
日
税
連
会
長
選
へ
の
可
能
性
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
近
い
う
ち
に
必
ず
や
東
京
会
よ

り
会
長
を
選
出
さ
せ
る
べ
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

副会長
石田　通野

副会長
小林　武廣

副会長
岡田光一郎
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拓
く
会
で
は
、
去
る
五
月
二
十
二
日
開
催
の

役
員
会
に
お
い
て
、
拓
く
会
の
選
挙
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
一
つ
で
あ
る
「
東
京
税
理
士
会
の
総
力
を

結
集
し
、
日
税
連
の
民
主
的
な
会
務
運
営
を
確

立
し
ま
す
。」
の
実
現
に
向
け
、
東
京
会
よ
り

日
税
連
会
長
候
補
者
を
出
そ
う
と
の
決
議
を
全

会
一
致
で
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
決
議
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
高
村
総
務

部
長
か
ら
山
川
東
京
税
理
士
会
会
長
に
口
頭
で

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
六
月
二
日
の
支

部
長
会
・
理
事
会
で
は
、
山
川
会
長
か
ら
東
京

会
と
し
て
日
税
連
会
長
候
補
を
出
す
こ
と
を
見

送
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
直
後
に
、

朝
倉
文
彦
東
京
地
方
税
理
士
会
会
長
が
立
候
補

を
決
意
し
ま
し
た
の
で
、
池
田
現
会
長
と
の
間

で
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

拓
く
会
で
は
、
早
速
六
月
二
十
四
日
の
役
員

会
で
、
選
挙
公
約
の
実
現
の
た
め
に
も
、
ま
た

前
回
金
子
東
京
会
会
長
が
立
候
補
し
た
時
に
ご

支
援
頂
い
た
隣
接
会
と
し
て
の
関
係
か
ら
も
、

朝
倉
候
補
支
持
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の

結
論
に
至
り
、
朝
倉
日
税
連
会
長
実
現
に
向
け

て
一
口
五
千
円
の
選
挙
カ
ン
パ
を
行
う
こ
と
を

決
議
し
ま
し
た
。

多
選
弊
害
を
打
破
し
よ
う

　

今
回
の
日
税
連
会
長
選
の
争
点
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
森
前
日
税
連
会
長
以
来
十
二
年
に

及
ぶ
近
畿
会
独
占
、
独
走
、
閉
鎖
体
質
の
日
税

連
を
改
革
す
る
こ
と
で
す
。

　

日
税
連
会
長
選
挙
は
僅
か
一
一
五
名
の
有
権

者
で
行
わ
れ
、
七
万
人
の
税
理
士
会
員
は
全
く

の
ツ
ン
ボ
桟
敷
で
す
。
こ
れ
を
改
革
す
る
た
め

に
会
務
制
度
委
員
会
か
ら
、
九
八
〇
人
程
の
代

議
員
に
よ
る
選
挙
制
度
改
革
案
が
答
申
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
池
田
会
長
は
こ
れ
を
に
ぎ
り
つ
ぶ

し
た
ま
ま
で
す
。

生
保
疑
惑
に
取
組
ま
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

池
田
会
長

　

森
前
会
長
が
違
法
行
為
の
当
事
者
と
さ
れ
る

生
保
疑
惑
に
つ
い
て
も
、
東
京
税
理
士
会
が
提

案
し
た
第
三
者
機
関
に
よ
る
真
相
究
明
案
に
対

し
、
池
田
会
長
は
不
採
用
と
し
、
全
国
の
税
理

士
へ
説
明
責
任
す
ら
果
た
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

生
保
不
正
契
約
事
件
は
、
き
ら
め
き
生
命
が

森
金
次
郎
氏
の
妻
を
不
正
契
約
関
与
者
と
し
て

ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
一
時
掲
名
し
、
森
氏
側
が

一
億
八
千
万
円
の
手
数
料
返
還
で
問
題
解
決
を

計
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
に
対
し
生
命

保
険
協
会
が
異
例
の
厳
重
注
意
と
再
発
防
止
を

文
書
で
申
し
渡
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
保
険
業

法
で
は
、
保
険
料
を
立
替
え
て
保
険
契
約
を
さ

せ
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
か
ら
、
森
前
会

長
自
身
が
立
替
金
と
な
る
源
資
を
五
億
五
千
万

円
調
達
し
、
妻
に
保
険
代
理
業
務
を
行
わ
せ
、

年
間
六
千
万
円
の
金
利
を
貪
っ
た
こ
と
は
、
保

険
業
法
違
反
、
税
理
士
法
三
十
七
条
（
信
用
失

墜
行
為
）
違
反
が
追
及
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
に
よ
り
一
般
の
税
理
士
が
ど
れ
程

迷
惑
を
受
け
た
こ
と
か
、
反
省
す
べ
き
で
す
。

税
理
士
法
改
正
運
動
も

　
　

ガ
ス
抜
き
の
恐
れ
あ
り

　

現
在
、
多
く
の
税
理
士
が
望
ん
で
い
る
税
理

士
法
改
正
の
最
重
要
課
題
は
、
公
認
会
計
士
等

に
自
動
的
に
資
格
付
与
す
る
法
三
条
一
項
の
規

定
を
改
め
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
池
田
会
長

は
日
税
連
税
理
士
制
度
部
か
ら
具
申
さ
れ
た
改

正
意
見
す
ら
公
表
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
法
三
条

問
題
の
解
決
を
求
め
る
多
く
の
税
理
士
の
期
待

を
裏
切
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
税
理

士
法
改
正
は
懸
け
声
だ
け
で
、
瑣
末
な
改
正
で

お
茶
を
汚
す
、
つ
ま
り
ガ
ス
抜
き
で
終
わ
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。

朝
倉
会
長
候
補
へ
の
期
待

　

拓
く
会
と
し
て
は
、
朝
倉
候
補
が
当
面
次
の

課
題
に
取
組
み
、
成
果
を
上
げ
て
頂
き
た
い
と

切
望
し
ま
す
。

①　

日
税
連
会
長
選
任
諸
規
定
を
全
面
的
に
改

め
、
相
当
数
の
代
議
員
に
よ
る
選
挙
制
度
を

導
入
す
る
こ
と

②　

税
理
士
の
品
位
に
も
と
る
生
保
事
件
の
真

相
究
明
を
行
い
、
全
国
の
税
理
士
に
結
果
を

公
表
し
、
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と

③　

法
三
条
一
項
の
矛
盾
を
明
確
に
し
、
そ
の
解

決
の
た
め
の
税
理
士
法
改
正
運
動
を
行
う
こ
と

朝
倉
候
補
を

　
　

激
励
す
る
会
開
か
れ
る

　

さ
る
六
月
十
七
日
に
は
拓
く
会
が
呼
び
か
け
、

ま
た
同
二
十
七
日
に
は
朝
倉
選
対
主
催
の
必
勝

激
励
会
が
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

山
川
東
京
会
会
長
は
じ
め
多
く
の
方
達
が
参
加

し
ま
し
た
（
上
段
写
真
）。
拓
く
会
で
は
、
当

日
ま
で
に
集
ま
っ
た
カ
ン
パ
を
朝
倉
候
補
に
金

子
会
長
か
ら
手
渡
し
必
勝
を
期
し
ま
し
た
。
な

お
カ
ン
パ
は
六
頁
掲
載
の
要
領
で
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

朝倉候補を激励する会
　　京王プラザホテルで盛大に

激励会場でカンパを渡す
　左 朝倉日税連会長候補　右 金子会長



　
・
は
じ
め
に

　

平
成
二
三
年
税
理
士
法
改
正
に
向
け
て
、
公

認
会
計
士
協
会
の
動
き
が
忙
し
く
な
っ
て
き
た
。

　

専
門
情
報
誌
と
し
て
日
本
公
認
会
計
士
協
会

が
発
行
し
て
い
る「
監
査
・
会
計
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

（
以
下
「
Ｊ
誌
」
と
い
う
）
本
年
６
月
号
、
７

月
号
で
公
認
会
計
士
の
行
う
税
務
業
務
に
つ
い

て
、「
歴
史
的
に
も
国
際
的
に
も
公
認
会
計
士

が
税
務
を
行
う
こ
と
は
正
当
性
が
あ
る
。」
と

い
う
趣
旨
の
論
文
が
連
続
し
て
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
本
年
五
月
規
制
改
革
会
議
で
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
お
い
て
「
税
理
士
制
度
の
導
入
背
景

並
び
に
規
制
緩
和
及
び
国
際
的
な
整
合
性
の
観

点
か
ら
、
公
認
会
計
士
資
格
を
も
っ
て
税
務
業

務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
措
置
を
求
め
る
。」

と
要
望
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
公
認
会
計
士
の
税

理
士
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
）
三
条
一
項
四

号
削
除
に
対
す
る
危
機
感
が
い
か
に
強
い
か
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
対
応
を
誤
る
と

資
格
問
題
の
解
決
は
千
年
先
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

法
三
条
の
「
税
理
士
の
資
格
」
が
本
改
正
の

最
大
の
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
公
認
会
計

士
会
の
主
張
を
分
析
し
て
、
税
理
士
会
の
理
論

構
成
を
す
る
議
論
の
一
助
と
し
た
い
。

　
・
税
理
士
業
務
は
資
格
独
占
業
務
と
す
る
必
要    

　

性
が
高
く
な
い
と
い
う
主
張
に
つ
い
て

　

Ｊ
誌
６
月
号
論
文
で
は
、「
税
理
士
会
は
公

認
会
計
士
へ
の
税
理
士
資
格
自
動
付
与
削
除
を

検
討
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
資
格
者

の
使
命
条
項
の
違
い
や
税
理
士
の
税
務
業
務
の

無
償
独
占
条
項
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
税
理
士
業
務
の
性
格
か
ら
資
格
独

占
業
務
と
し
て
位
置
づ
け
る
必
要
は
必
ず
し
も

高
く
な
く
、
国
際
的
に
も
こ
の
考
え
方
が
主
流

で
あ
る
。
そ
し
て
、
資
格
独
占
業
務
を
前
提
と

し
た
資
格
取
得
制
度
と
提
供
業
務
を
他
資
格
と

強
引
に
区
分
す
る
よ
う
な
動
き
は
、
参
入
障
壁

を
設
け
、
市
場
競
争
を
制
限
し
、
良
質
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
の
救
急
を
阻
害
す
る
こ
と
と
な

る
。」
と
延
べ
、
国
際
的
な
潮
流
に
沿
う
理
由

と
し
て
以
下
の
六
点
を
挙
げ
て
い
る
。

一　

資
格
取
得
に
至
る
ま
で
の
試
験
制
度
、
業

務
補
助
、
実
務
補
習
に
お
い
て
税
理
士
業
務

を
行
う
対
応
能
力
が
備
え
ら
れ
る
。

二　

資
格
取
得
後
も
継
続
的
専
門
研
修
制
度
で

能
力
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。

三　

沿
革
的
に
も
税
務
に
お
け
る
専
門
性
は
証

明
済
み
で
あ
る

四　

国
際
税
務
、
組
織
再
編
、
連
結
納
税
で
は

リ
ー
ド
し
て
い
る
。

五　

一
定
の
資
格
を
有
す
る
者
に
他
の
資
格
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
国
民
経
済
的
に
効
率

的
で
あ
り
、
競
争
促
進
等
合
理
性
が
有
る
。

六　

新
た
に
障
壁
を
設
け
、
競
争
制
限
を
意
図

す
る
も
の
で
あ
り
、
規
制
改
革
の
趣
旨
に
反

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

驚
く
べ
き
な
り
ふ
り
構
わ
な
い
「
理
論
的
根

拠
」
で
あ
る
が
、
法
五
二
条
の
「
税
理
士
又
は

税
理
士
法
人
で
な
い
者
は
、
別
段
の
定
め
が
あ

る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
税
理
士
業
務
を
行
っ
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
定
は
、
特
別
な
知
識
、

能
力
、
及
び
経
験
を
必
要
と
す
る
専
門
家
の
独

占
す
る
資
格
制
度
を
定
め
る
場
合
に
、
無
資
格

者
に
は
当
然
に
業
務
制
限
措
置
を
と
る
と
い
う

規
定
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
弁
護
士
法
七
二
条
、
公
認
会
計

士
法
四
七
条
の
二
．
司
法
書
士
法
一
九
条
も
同

様
の
趣
旨
で
設
け
ら
れ
て
お
り
、
業
界
の
保
護

が
目
的
で
は
な
く
、
国
民
を
不
測
の
事
態
か
ら

保
護
す
る
規
定
で
あ
る
。

（4）

　

特
に
税
務
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
財
産
権
を

保
護
す
る
憲
法
の
要
請
か
ら
も
、
納
税
者
の
利

害
に
及
ぼ
す
影
響
は
重
大
で
あ
り
、
そ
の
専
門

化
性
は
き
わ
め
て
高
度
に
要
求
さ
れ
、
業
務
独

占
の
必
要
性
は
当
然
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

ま
た
、
競
争
原
理
は
、
そ
の
同
一
資
格
者
の

中
で
働
く
べ
き
で
あ
り
、
業
界
の
間
で
行
わ
れ

る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
と
は
、
国
民
の
利
益

保
護
を
無
視
し
た
、
そ
れ
こ
そ
業
界
エ
ゴ
で
あ

り
論
外
な
主
張
で
あ
る
。

　
・
歴
史
的
に
も
国
際
的
に
も
公
認
会
計
士
は

　

自
ら
の
資
格
で
税
務
の
分
野
で
も
社
会
的
責 

　

務
を
果
た
す
べ
き
、
と
い
う
主
張
に
つ
い
て

　
Ｊ
誌
七
月
号
に
お
い
て
も
、
六
月
号
と
同
様

基
調
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
公
認
会
計
士
が
税
務
を
す
る
の

は
国
際
潮
流
で
あ
る
と
い
う
論
拠
に
つ
い
て
反

論
す
る
。

　

国
際
的
に
税
理
士
制
度
が
存
在
す
る
国
は
日

本
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
税

理
士
制
度
に
注
目
し
て
新
た
に
税
理
士
制
度
を

取
り
入
れ
た
国
は
近
年
で
は
、
発
展
途
上
国
の

ベ
ト
ナ
ム
、
モ
ン
ゴ
ル
が
あ
る
。
租
税
制
度
は

世
界
各
国
で
相
違
し
て
お
り
、
専
門
家
も
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
が
、
我
が
国
で
は
昭
和
二
六
年
の

税
理
士
法
制
定
以
来
一
貫
し
て
税
理
士
制
度
が

税
務
を
担
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
よ
き
手
本
と
し

て
発
展
途
上
国
が
続
い
て
い
る
こ
と
こ
そ
国
際

潮
流
で
あ
る
。

　

歴
史
的
に
は
、
昭
和
一
七
年
制
定
の
税
務
代

理
士
法
を
廃
止
し
、
昭
和
二
六
年
に
試
験
制
度

に
よ
る
税
理
士
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、「
弁
護

士
と
公
認
会
計
士
の
専
門
的
資
格
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
的
地
位
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

般
的
に
証
明
済
み
で
あ
る
か
ら
、
更
に
資
格
試

験
を
す
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
（
シ
ャ
ウ
プ

使
節
団
日
本
税
制
報
告
書
）。」
と
し
て
資
格
付

与
が
行
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
平
成
一
五
年
に
公
認
会
計
士
法
が

改
正
さ
れ
合
格
者
も
毎
年
四
千
名
近
く
輩
出
す

る
よ
う
に
な
り
、
特
に
若
年
層
を
中
心
と
し
て
、

税
理
士
試
験
を
受
験
す
る
よ
り
、「
合
格
し
す

い
」
公
認
会
計
士
を
受
験
す
る
傾
向
が
顕
著
に

な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
上
記
使
節
団
報
告
書
の

趣
旨
と
は
明
確
に
異
な
る
事
態
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
。

　

改
正
に
よ
る
合
格
者
増
員
は
、
監
査
及
び
企

業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
の
要
請
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
彼
ら
に
全
員
税
理
士
資
格
の
無
条

件
付
与
は
、
ま
し
て
や
、
公
認
会
計
士
資
格
そ

の
も
の
で
税
務
が
で
き
る
こ
と
は
今
後
、
税
理

士
制
度
の
本
質
を
変
化
さ
せ
る
。

　

更
に
は
、
会
計
士
資
格
の
試
験
制
度
の
変
更

が
税
理
士
試
験
に
と
っ
て
ア
ゲ
ン
ス
ト
（
向
か

い
風
）
に
な
り
つ
つ
あ
る
状
況
は
危
機
的
状
況

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
来
、
学
生
が
大
多

数
を
占
め
た
公
認
会
計
士
試
験
は
、
試
験
制
度

の
変
更
に
よ
り
、
社
会
人
の
受
験
者
を
増
加
さ

せ
税
理
士
試
験
を
脅
か
し
て
い
る
。
本
来
、
学

生
主
体
試
験
が
少
子
化
の
時
代
に
お
い
て
受
験

者
を
減
ら
さ
な
い
の
は
、
別
受
験
者
層
か
ら
の

流
入
が
あ
る
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
が
社
会
人
で

あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
一

年
合
格
者
が
税
理
士
試
験
に
お
い
て
は
平
成
七

年
以
降
お
ら
ず
、
か
つ
戦
後
一
一
人
し
か
存
在

し
な
い
の
に
対
し
、
公
認
会
計
士
に
は
、
遥
か

に
多
く
の
合
格
者
が
毎
年
存
在
す
る
。
税
理
士

法
三
条
に
よ
っ
て
税
理
士
の
地
位
を
得
ら
れ
る

公
認
会
計
士
試
験
が
、
こ
の
よ
う
な
制
度
に
な

っ
た
環
境
で
は
、
税
理
士
試
験
は
優
秀
な
逸
材

を
喪
失
す
る
。

　

次
の
二
三
年
改
正
で
資
格
の
命
を
賭
け
て
、

法
三
条
を
改
正
し
な
け
れ
ば
、
制
度
の
発
展
は

あ
り
得
な
い
し
、
味
方
は
税
理
士
制
度
に
期
待

す
る
納
税
者
、
国
民
で
あ
る
。

　

若
者
が
希
望
を
持
っ
て
税
理
士
試
験
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
制
度
構
築
の
た
め
に
、
一
丸
と

な
っ
て
改
正
を
議
論
し
運
動
を
盛
り
上
げ
よ
う
。

　
　
　
　

東
京
税
理
士
会

　
　
　
　
　
　

副
会
長　

神
津　

信
一

公
認
会
計
士
が
行
う
税
務



　

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
報
告

　
　
　

神
津　

信
一　

　

天
気
予
報
は
雨
で
し
た
が
、
風
も
無
く
暑
さ

も
程
ほ
ど
で
ゴ
ル
フ
日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

優
勝
原
因
は
、
同
伴
競
技
者
は
波
多
野
顧
問
、

高
村
副
会
長
（
？
）
三
人
で
楽
し
く
ラ
ウ
ン
ド

で
き
た
こ
と
、
ま
た
、
オ
ー
バ
ー
パ
ー
の
ほ
と

ん
ど
が
ハ
ン
デ
ホ
ー
ル
と
い
う
ラ
ッ
キ
ー
の
二

つ
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
七
〇
人
も
参
加
者

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
、
優
勝
コ
ー
ル
に
は
驚
き

ま
し
た
。
プ
ロ
並
み
の
飛
ば
し
や
の
高
村
さ
ん

と
、
飛
距
離
と
正
確
な
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
の
波

多
野
顧
問
に
刺
激
を
受
け
て
、
本
年
最
高
の
ス

コ
ア
を
出
せ
ま
し
た
。
モ
ヤ
モ
ヤ
が
全
部
吹
き

飛
び
ま
し
た
。
厚
生
部
の
委
員
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（5）

 

順位　氏　名　　ＯＵＴ　ＩＮ　グロス   ＨＣ ネット
優勝　神津信一　　45　　39　　84　　14.4　69.6
２位　粂野良二　　44　　46　　90　　20.4　69.6
３位　北島亮一　　50　　46　　96　　26.4　69.6
４位　冨田　稔　　41　　43　　84　　13.2　70.8
５位　森谷修一　　49　　56　　105　　33.6　71.4
６位　岡本慶生　　43　　43　　86　　14.4　71.6
７位　西川康雄　　47　　50　　97　　25.2　71.8
８位　渡辺　勲　　46　　51　　97　　25.2　71.8
９位　高村義信　　41　　43　　84　　12.0　72.0
10位　小澤敏彦　　49　　47　　96　　24.0　72.0
15位　吉田友彦　　44　　45　　89　　15.6　73.4

20位　宮川耕一　　49　　43　　92　　18.0　74.0
25位　鶴澤　章　　40　　42　　82　　7.2　74.8
30位　横前　稔　　49　　49　　98　　22.8　75.2
35位　大野功夫　　49　　45　　94　　18.0　76.0
40位　佐藤　勝　　44　　46　　90　　13.2　76.8
45位　川島　孝　　47　　48　　95　　18.0　77.0
50位　金子勝治　　48　　55　　103　　25.2　77.8
55位　渡辺文雄　　49　　49　　98　　19.2　78.8
60位　近藤　裕　　60　　60　　120　　40.0　80.0
65位　中森　孝　　52　　50　　102　　20.4　81.6
BB賞　柿崎久美恵　69　　76　　145　　40.0　105.0
ベスグロ　佐田正人　グロス　81

平成21年６月23日　よみうりゴルフ倶楽部に於いて  （参加人員70人)成 績 表

　　　佐田　　　　　　粂野　　　　　神津　　　北島　

時代を拓く税理士の会研修会のご案内
東京税理士会認定研修

時代を拓く税理士の会
会　　長　金子秀夫
企画部長　土屋　彰

　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
さて、下記の通り、拓く会研修会を開催いたします。
　今回は、「事業承継税制」をテーマに、税理士右山昌
一郎先生をお迎えしご講義頂くことになりました。
　つきましてはお知り合いの方をお誘いの上、是非ご参
加下さい。
● この研修は東京税理士会の認定研修となります。

日　時　　平成 21年８月６日（木曜日）
　　　　　午後６時～８時 30分
会　場　　東京税理士会館２階大会議室
　　　　　東京都渋谷区千駄ヶ谷 5－ 10 － 6
　　　　　電話　０３－３３５６－４４６１
テーマ　　「中小企業における新事業承継の進め方」
　　　　　～円滑化法と新事業承継税制のポイント～
　　　　　講師　税理士　右山昌一郎先生（芝支部）
テキスト　　レジメを会場で配布します
受講料　　会員　１０００円　　会員外　２０００円
定　員　　２００名（定員になり次第締め切ります）

申込先：時代を拓く税理士の会企画部　
　　　　電話 03-3203-0916　FAX 03-3202-0959
　　　　（城北税理士法人会）



平成21年６月26日

時代を拓く税理士の会会員　各位
時代を拓く税理士の会
会      長　金子　秀夫
総務部長　高村　義信

日本税理士会連合会会長選挙カンパのお願い
　会員の皆様に於かれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し
上げます。
　『時代を拓く税理士の会』では、政策基準にあるように日税連の民主
的な会務運営を望んでいるところであります。その為に、二年前の日税
連会長選挙では、東京会の総力を結集し戦ったわけでありますが、残念
ながら、結果は一票差で惜敗したのは記憶に新しいところであります。
　さて、東京税理士会ではこの度の日税連会長選挙について立候補者
を出さないと決定したのでありますが、拓く会と同じ意思のもと、前
回の選挙では会あげて東京会を応援してくれました、東京地方税理士
会の朝倉文彦会長が日税連の会長候補に手を挙げました。
　６月24日の常任役員会において以上の経緯と目標が同じであるとの
認識から、拓く会としては全面的に朝倉候補を応援することを決議し
たところであります。
　そこで、会員の皆様には朝倉候補への応援のお心を示す方途として、
　　　１口　５，０００円のカンパ
をお願いするところであります。なお、カンパの振込先は以下の口座
となりますのでよろしくお願いします。

記

　　　　振込口座　　三井住友銀行　新橋支店
　　　　口座名義　　時代を拓く税理士の会
　　　　　　　　　　普通預金　口座番号　2008373
振込名義は始めにカンパ、次に氏名・税理士登録番号の順で記入して
下さい。
　　例：カンパ　トウゼイタロウ　　12345
　　　　　　　　　（氏名カタカナ）　　（税理士番号）

 

 ・『拓く会』の年会費は 3,000 円です。
 ・郵便振替口座　口座番号　00130-0-648373
　　　　　　　口座名義　時代を拓く税理士の会
 ・普通預金口座　三井住友銀行　新橋支店　
　　　　　　　　口座番号　2008373
　名義上記と同じ（※ 税理士登録番号記入のこと）
　（右記の入会申込書を御記入のうえ
　Fax  03－3572－1445 にて高村総務部長宛まで
　お願いします）

『拓く会』では新たな会員を
募集しています。
またご紹介もお願いします。

 「時代を拓く税理士の会」入会申込書
平成 21 年　　月　　日　　

事務所所在地

支部名

氏名

電話　　　　　　　　　　  FAX

E-mail

（6）

『
拓
く
会
』
の
動
き

（
前
回
報
告
以
降
）　　

■
平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

　
『
第
三
回
合
同
選
対
会
議
開
催
』

■
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
八
日

　
『
第
四
回
合
同
選
対
会
議
開
催
』

■
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

　
『
本
部
事
務
局
会
議
開
催
』

■
平
成
二
十
一
年
四
月
四
日

　
『
第
五
回
合
同
選
対
会
議
開
催
』

■
平
成
二
十
一
年
四
月
十
一
日

　
『
第
六
回
合
同
選
対
会
議
開
催
』

■
平
成
二
十
一
年
四
月
十
五
日

入会案内

　
『
顧
問
相
談
役
会
開
催
』

　
『
合
同
励
ま
す
会
開
催
』

　
『
第
七
回
合
同
選
対
会
議
開
催
』

■
平
成
二
十
一
年
四
月
十
八
日

　
『
第
八
回
合
同
選
対
会
議
開
催
』

■
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
二
日

　
『
当
選
祝
賀
会
開
催
』

■
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

　
『
第
八
回
常
任
役
員
会
議
題
』

　
　

・
選
挙
得
票
結
果
に
つ
い
て

　
　

・
選
挙
違
反
に
つ
い
て

　
　

・
選
挙
戦
を
振
り
返
っ
て

　
　

・
そ
の
他

　
『
第
九
回
合
同
選
対
会
議
』

拓く会ホームページ　http : //hirakukai.com

（必須）

　
『
打
上
げ
会
開
催
』

■
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
三
日

　
『
第
九
回
拓
く
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
』

■
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
四
日

　
『
第
九
回
常
任
役
員
会
開
催
』

　
　

・
日
税
連
会
長
選
挙
に
つ
い
て

　
　

・
定
期
総
会
日
程
に
つ
い
て

　
　

・
収
支
報
告
に
つ
い
て

　
　

・
拓
く
会
通
信
第
十
九
号
発
行
に
つ
い

　
　
　

て

　
　

・
研
修
会
に
つ
い
て

　
　

・
ゴ
ル
フ
大
会
結
果
報
告

　
　

・
そ
の
他

日　時　　平成 21年９月 26 日（土）
　　　　　13：30 ～ 15：20　研修会
　　　　　15：30 ～ 16：30　総　会
　　　　　16：30 ～ 18：00　懇親会
場　所　　東京税理士会会館２階会議室

総会のご案内


